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働きやすさとやりがいのために

当社では、従業員の健康保持や増進への取り組みが、企
業価値、収益性などを高める投資であるとの考えに立ち、
健康管理を経営的視点からとらえ、 2018年度より戦略
的に実践する「健康経営」※を推進しています。2022年度
から5ヵ年計画を策定し、経済産業省による健康経営度調

査の結果を踏まえ、「生活習慣」「労働時間・休職」項目の改
善を継続的に実施してまいりました。それに加え、2023
年度は「メンタルヘルス対応」、「病気予防」への取り組み
を強化しました。
※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

健康経営への取り組み

わたしたちは人々が心豊かに生きる社会の実現を
目指しています。

そのためには、従業員とご家族そしてフジタで働く
すべての皆さんが健康第一で心身ともに健やかであ
ることは欠かせません。

フジタは健康をとことん追求する会社を目指します。
企業の発展とフジタに関わる皆さんの健康維持増

進はともにあるという考えのもと、健康意識が高まる
ように積極的に働きかけます。

そして自分らしく健康に働き続けられる企業を目指
して健康経営に取り組むことをここに宣言します。
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2022年度から開始した5ヵ年計画では、「健康管理体制
の強化」「健康経営の発信強化」「病気予防・早期発見」「働き
方改革」の4つの視点から、さまざまな施策を実施しました。

「健康管理体制の強化」においては、2022年度に導入した
健康管理システムを健診予約や未受診者勧奨、管理不良者
面談などに活用することで、担当者の業務の効率化を実現
しました。また、メンタルヘルス対策推進のため、管理職向け

「ラインケアセミナー」を実施し、安心して働くために相談し
やすい職場環境づくりに取り組んでいます。

５ヵ年計画の目標の一つである「定期健診100％受診・二
次検診の受診率向上」については、2023年度は定期健診

は100％受診を達成、二次検診の受診率は95.3％で前年
比6.9%増、管理不良者のうち保健指導を受診した割合は
98.6%で前年比26.5%増と前年を上回る結果となり、従
業員一人ひとりの健康意識が向上しつつあると評価してい
ます。

2024年度は、健康経営5ヵ年計画の中間年度にあたりま
す。今年度末に計画の進捗を測定し、見直しやさらなる施策
の検討を行います。健康経営をより促進していくために、「心
と体の健康」に注力することにより、社員一人ひとりが自分ら
しく、健康的に働き続けることができる企業を目指してまい
ります。

５ヵ年計画の進捗

健康経営項目 課題 主な取り組み

健康管理
体制の強化

・ 全社健康経営推進体制
・ 組織の強化

・ 健康管理システム導入による 
健康情報の集約、一元化

健康経営の
発信強化

・ 社内外への発信と従業員への浸透
・ 生産性向上へ向けた数値の測定
・ 健康リテラシー向上

・ 健康経営優良法人認定ホワイト
500を目指した取り組み強化

・ 健康アンケート実施による指標
の測定

病気予防・
早期発見

・ フィジカル・メンタル 
両面からのフォロー

・ 各種健康施策の計画と実施

・ 管理不良者のフォロー体制確立
・ 生活習慣改善への施策
・ 健康関連補助金の一層の拡充

働き方改革 ・ 労働時間の削減 ・ 長時間労働者面談や、勤務状況 
ヒアリングなどの継続実施

5ヵ年計画
自分らしく健康に働き続けるために、意識や行動を変えるきっか
けづくりを推進します

スローガン

● 健康課題解決に向けた健康施策の実施
● 健康管理システムの導入による健康情報の一元化
●  定量的な指標※による健康経営推進状況の測定

ポイント

※健康経営の定量的指標
　アブセンティーズム……… 病気での休務による生産性損失を測る指標
　プレゼンティーズム……… 健康に不安を抱えつつ仕事を行なっていることによる
  生産性損失を計る指標
　ワークエンゲージメント… 従業員の仕事に対するポジティブで充実した心理状態

健康投資 健康投資効果 健康経営で
解決したい
経営課題健康経営課題 把握する指標

生産性向上

企業価値
向上

・ 各種施策の取り組み状況

・ 健康意識アンケート

・ 健診結果

・ 問診
　　　　　　　などを活用

・ プレゼンティーズムの低減　
  （疾病による生産性低下の防止）

・ アブセンティーズムの低減　
  （休職者の低減）

・ ワークエンゲージメントの向上　
  （従業員の仕事への充実度向上）

最終的な指標

健康管理体制の強化

健康経営の発信強化

病気予防・早期発見

働き方改革

取り組み

健康保険組合との連携強化

データの一元化

社内外への情報発信

健康経営優良法人認定の継続取得

健康意識アンケート実施によるニーズの把握

健康リテラシーの向上に向けた取り組み

定期健診・二次検診の受診率向上に向けた取り組み

管理不良者フォロー体制の確立

ストレスチェックの結果分析・展開

メンタル不調者復職フォロー体制の強化

生活習慣改善に向けた取り組み

感染症拡大防止対応

総労働時間・時間外労働時間削減に向けた取り組み

長時間労働者面談、勤務状況ヒアリングの実施
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